
第５学年 算数科 学習指導案 

令和２年 9 月 30 日（水）５校時 

授業者 教諭 内藤真登 

１ 単元名 図形の角 

 

２ 単元の目標 

  三角形や四角形, 多角形の内角の和は何度であるのか仲間と検討することを通して, 多角 

形の内角の和は三角形や四角形の内角の和を基に求められることを理解し, 筋道を立てて考 

え, 説明することができる。 

 

３ 単元と児童（男子 17 人, 女子 8 人, 計 25 人） 

NRT の「図形」の領域では, 正答率が全国比を下回っており, 辺の長さや構成要素の数だ

けでなく, 図形の角の大きさに着目して, 図形を多面的に考察することに課題があった。 

「合同な図形」の学習では, ぴったりと重ね合わせることができる２つの図形を合同な図

形と定義した。しかし, 図形の合同を判断する際に, 正三角形やひし形など図形の性質に着

目して判断することが不十分であった。そのため, 本単元で多角形の内角の和を求める際

に, 分かっている性質を活用して解く力を育てていく必要がある。 

これらの実態から本単元を通して目指す姿を以下のように設定する。 

 

 

４ 問い返しと問い返し後の活動, 数学的な見方・考え方の構想 

（１） 問い返しと問い返し後の活動について ～帰納的・演繹的な考えを引き出す問い返しとペアでの話し合い活動の場の設定～ 

１つの図形や１つの方法で図形の内角の和を結論付ける児童に対して, 「偶然じゃな

い？」「たまたまでしょ？」と問い返す。その後, 他の方法で角の大きさを調べた児童と

照らし合わせることで, 内角の和は, どれも同じになると帰納的に考えていく。次に, 分

度器を使わずに四角形の角の大きさを求めることができると考えた児童を取り上げ, 「○

○さんは角の大きさを測っていないのに, 四角形の角の大きさが分かると言ったけど, ど

うやって調べたと思う？」と問い返す。それにより, 今まで学習したことを使って四角形

の角度を求めることはできないかと演繹的に考えようとする姿を引き出す。問い返し後

は, どうやって調べたかペアで話し合う場を設定することで, 児童全員の帰納的・演繹的

な考え方を引き出したい。 

 

（２） 数学的な見方・考え方について ～帰納的・演繹的な考え方～ 

三角形の内角の和がどれも 180°になることを帰納的に見いだせるように, 角度を分度

器で測ったり, 合同な三角形を敷き詰めたり, 極端に細長い三角形を掲示するなどの内

角の和を調べる活動を設定する。また, 三角形の内角の和が 180°であることを基にし

て, 四角形などの角の大きさの和を演繹的に考えることができるように, 図形に補助線

を入れて視覚的に捉えられるようにする。さらに, 帰納的, 演繹的に考えている点を価

値付けることで, 内角の和を簡単に見付けることのできるよさにも気付かせていきた

い。 

 

 

図形の形や大きさに捉われず, 三角形の内角の和は一定であるという性質を帰納的

に見いだしたり, 三角形や四角形の内角の和を基に多角形の内角の和を演繹的に考え

たりしていく姿。 

 



５ 指導計画（全８時間） 

次 時 学習活動 評価規準 

１ 

次 

(２) 
１ 

・三角形の内角の和が 180°になることを帰納的

に考える。 

合同な三角形を敷き詰めたり, 極端に長細い三角形を調べた 

りすることでどの三角形も内角の和が 180°になることを帰 

納的に考えている。（思考・判断・表現） 

２ 

・三角形の内角の和を基に, 計算して三角形の内

角や外角を求める。 

三角形の内角の和が 180°であることを基に分かっていない 

角を計算で求めたり, 直線は 180°であることを基に三角形 

の外角を計算で求めたりすることができる。（知識・技能） 

２ 

次 

(３) 
３ 

・四角形の内角の和が 360°になることを三角形

の内角の和を基にして考える。 

四角形に補助線を引くと三角形に分けられることから, 三角 

形の内角の和を基に四角形の内角の和を演繹的に考えてい 

る。（思考・判断・表現） 

４ 

 

・四角形の中や, 外, 辺の上に中点をとり, 様々

な計算方法で四角形の内角の和を求める。 

四角形の中や外, 辺の上に中点をとって三角形に分け, いら 

ない角を引いて, 四角形の内角の和を求めることができる。 

（思考・判断・表現） 

５ 
・四角形の内角の和を基に, 計算して四角形の内

角や外角を求める。 

四角形の内角の和が 360°であることを基に分かっていない 

角を計算で求めることができる。（知識・技能） 

３ 

次 

(２) 

６ 

 

・五角形の内角の和が 540°になることを, 三角

形や四角形の内角の和を基にして考える。 

 （本時） 

三角形・四角形の内角の和を用いたり, 必要のない角を引い 

たりする調べ方を活用し, 五角形の内角の和を求めることが 

できる。（思考・判断・表現） 

７ 

・多角形の内角の和について, 演繹的に考える。 多角形の内角の和について, 頂点の数が増えると角度は 

180°ずつ増えていくというきまりを見つけることができる。 

（思考・判断・表現） 

４ 

次 

(１) 

８ 
・練習問題に取り組み, 既習事項の理解を深め

る。 

練習問題に取り組み, 既習事項を基に多角形の内角の和を計 

算で求めることができる。（知識・技能） 

６ 本時について（６/８時間） 

（１） 目標 

五角形の内角の和が何度であるのか仲間と検討することを通して, 三角形や四角形の

内角の和を用いたり, 必要のない角を引いたりする調べ方を活用し, 五角形の内角の和

を筋道を立てて考え, 説明することができる。 

 

（２）問い返しと問い返し後の活動, 数学的な見方・考え方の構想 

① 問い返しと問い返し後の活動 ～式を立てた根拠を明確にする問い返しとペアでの話し合い活動の場の設定～ 

演繹的な考え方を引き出すために, 五角形の内角の和を三角形と四角形を使って答えを

求めている方法に対して「なぜ三角形と四角形を使っても答えが求められるの？」と問

う。そうすることで三角形や四角形の和を基に演繹的に考える姿を表出させる。また, 

360°を引く式について「なぜ 360°を引かないといけないの？」と問う。そうすること

で式を立てた根拠を明確にさせる。また, 問い返し後にペアで話し合う場を設定し, 1 人

1 人が考え, 思考を言語化することで児童の思考を深める。 

 

② 数学的な見方・考え方について ～演繹的な考え方を引き出す課題の提示～ 

 五角形の内角の和を求めた図と式を別々に児童に書いてもらい, 図と式が一致しないよ

う黒板にばらばらに掲示する。図の補助線の引き方や式から「三角形を 3 つに分けて考え

ているから 180×3 の式になるのではないか」と演繹的に考えさせたい。また, 分かって

いることを使えば, 五角形の内角の和を求められるといった演繹的な考え方のよさにも気

付かせたい。 



（３）展開 

時
間 

児童の追求の深まりや教師の支援 
※指導上の留意点 

〇教師の支援 ☆評価 

導 
入 
 
５ 
分 
 
 
 
 
 
／ 
 
展 
開 
 

25 
分 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
 

10 
分 

T：（五角形を掲示する） 

C１：五角形だ。辺や頂点が５つある。 

C２：五角形の内角の和も調べられるんじゃないかな。 

T１：今まで、三角形、四角形を調べてきたけど、どんな方法が

あったかな。 

C３：分度器、しきつめる、分ける、中点をとる。 

C４：五角形の内角の和はどうすれば求められるのかな。 

 

 

T２：みなさんは、どうやって五角形の内角の和を調べますか。 

C５：今まで調べたように線を引いて分ければできそうです。 

C６：五角形も辺の上や図形の中に中点を取ってもできると思い

ます。 

T３：調べた方法を発表してください。 

C７：A の図形は, 180×３＝540 の式だと思います。 

C８：３つの三角形に分けて考えていて 180×３になるからで

す。 

C９：B の図は, 180＋360 だと思います。 

C10：三角形と四角形で分けたのだと思います。 

T４：四角形で分けても答えが求められるの。 

【問い返しと問い返し後の活動】 

C11：四角形は, 360°と分かっているからです。だから, 180＋

360＝540 になります。【数学的な見方・考え方】 

C12：C の図は 180×３+360-360＝540 だと思います。 

T５：なぜ 360 を引かないといけないの。 

【問い返しと問い返し後の活動】 

C13：いらない角があるからです。 

C14：いらない角の部分は引かないといけないね。 

T６：この時のいらない角はどこですか。 

C15：対角線が交わる部分です。 

 

 

 

 

 

T７：他の多角形を求める時に自分が使いたい計算の方法となぜ

その方法を使いたいと思ったのかをノートに書きましょ

う。 

C16：アの方法は, 三角形の内角の和だけ分かっていれば答えを

求められる。六角形になった時でも使えそうだからやっ

てみたい。 

C17：イの方法は, 三角形と四角形の内角の和を足せばいいだけ

だからこっちの方が簡単に計算できると思った。 

※教師が初めに五角形を提示す

る。 

※図形の構成要素に目を向けさ

せるよう問い返す。 

 

〇今までどのような求め方があ

ったか全体で確認する。 

 

 

〇自分はどの考えで求めようと

しているかネームプレートを

貼らせる。 

 

※図形の分け方と, 式を別々に

書かせる。 

※児童が書いた図と式をバラバ

ラに提示する。 

※複数の式から, 五角形の内角

の和は 540°になりそうだと

いうことを確認する。 

※問い返し後は, 取り上げた図

形と違った方法で求めた子に

考えを聞く。 

〇180×3+360 でどこの角が求め

られるのか確認する。その後

いらない角はどこかを問い返

す。 

 

○板書の図形に求めた角に色を

塗る。 

 

 

 

 

 

※全員にネームプレートを持た

せ, 次にやってみたい方法に

ネームプレートを貼り直させ

る。 

☆三角形や四角形の内角の和を

使って五角形の内角の和を確

実に求めることができる。 

五角形の内角の和は, 540° 

三角形や四角形に分けて計算で求めることができる。 

ただし, いらない角はひく。 

◎五角形の内角の和はどうやって調べればいいのか 

A 

B 

C 



 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎五角形の内角の和はどうやって調べればいいのか 

 

 

五角形の内角の和は, 540° 

三角形や四角形に分けて計算で求めることができる。

ただし, いらない角はひく。 

180×3＝540 180×3-180+360＝540 180＋360＝540 

いらない角がある。 

辺が 5 つ 

ネームプレート 

ネームプレート 

頂点が 5 つ 

切って集める 分ける 中点をとる 分度器で測る 


